
いつでも、
どこでも、
生演奏
　これまで音声システムに搭載されている音源̶̶電子機器が発する音の源にあたる音声生成システ
ム、いわゆる電子音源̶̶として、オシレーター、PCM、ウェーブデーブル、FM、などが登場してきました。
これら電子音源と呼ばれる技術は、原理的にある回路設計やメモリデータに基づく電子信号を一方向的
に処理するものでした。つまり、原理的に予め決定された回路やメモリの値を反復処理する複製技術か
その応用です。このような複製技術には情報の再現や処理の効率化といった利点があります。実際、この
技術は巷のBGMやストリーミング音楽サービス、電子楽器、携帯電話の着信音、など社会の様々な場面
で利用されています。他方で、昨今の音楽・楽器関連市場ではアナログ技術へ回帰するアナログ回帰現
象も生じているようです。例えばアナログディスク市場やアナログ音楽シンセサイザー市場を挙げられま
す。シンギングボウルやクリスタルボウルなどのアコースティック楽器を用いたヒーリング音楽、マインド
フルネス関連サービス、なども見られます。この種のアナログ回帰は、私たちのリアリティ、音楽現実感、あ
るいは未来の製品・サービスにとって何を意味しているのでしょうか。アナログ回帰によって人々は何を得
ているのでしょうか。単に今日の人々が既存の複製技術に満足していないということなのか。アナログディ
スクやアナログ音楽シンセサイザーが媒体や装置として魅力的なのか。それとも、不足する養分を補うよ
うな自然な欲求の発露なのか。真因は今のところ不明ですが、多少の示唆はされているかもしれません。
推測は可能かもしれません。つまり、アナログ回帰の背景において「デジタルより、アナログあるいはアコ
ースティック」という種の序列が共有されているようです。「より自然な音声成分を、天然の本物の波動を」
という種の自己チューニング的欲求が共有されているようです。 ̶̶“0-9studio catalog”より抜粋
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いつでも、どこでも、生演奏が当たり前の世界へ ̶ 0-9studioは環境/環境音の制御技術の研究
開発所としてリアルタイムの環境音を楽音等へ変換する技術コンセプト「環境音源」の応用提案を
行なっています。これまでに環境音源をオシレーターやノイズジェネレーターのように実用化したシ
ステム『サーキュレータ（circulator）』などの製品を企画開発しました。 Inspired by avant-garde 
music, computer music, VR music, interface culture, global art history, culturality, etc. 
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作曲から環境デザインまでご相談ください
アコースティック楽音等をデジタル処理で生演奏します

FIG. 1 『Circulator』のフライヤー

FIG. 3 『0-9studio Save』のフライヤー

FIG. 2 『0-9save』のフライヤー

FIG. 4 『Data Auditorio』のフライヤー


